離婚問題解決のための準備
　離婚問題（離婚するかしないか，財産・子どもの問題をどのように解決するか等）を迅速・適切に解決するためには，早期に夫婦の実情について正確に把握させていただく必要があります。
　そこで，夫婦の実情について，わかる範囲で結構ですので，別紙にご記載いただき，下記の資料とともに事務所にお届けください。
記

　１　戸籍謄本（全員が記載されているもの。）
　２　住民票謄本（全員が記載されているもの。ただし，マイナンバーの記載は必要ありません。）
　３　委任状
　４　夫婦の財産を証する書類（コピーで結構です。）
　　　・預貯金通帳。
　　　・保険証券又は保険内容が記載されているもの。
　　　・有価証券並びにその内容及び金額が記載されているもの。
　　　・固定資産評価証明書並びに土地及び建物の全部事項証明書。
　　　・車検証及び車の種類がわかるもの。

　　　・給与明細書並びに源泉徴収票及び所得証明書。
　５　夫婦の借金を証する書類（コピーで結構です。）
　　　・借用書
　　　・各種契約書
　　　・請求書
　６　その他
　　　・年金分割のための情報通知書
住　所　連　絡　先
依頼者（□夫　□妻）
氏　　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　現 住 所：〒　　―　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　勤 務 先：（会 社 名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　 （住　　所）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　 （電話番号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
相手方（□夫　□妻）
氏　　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　現 住 所：〒　　―　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　勤 務 先：（会 社 名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　 （住　　所）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　 （電話番号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
本　籍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
最後の同居場所（□依頼者の住所　□相手方の住所）
〒　　　－　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
離婚問題解決への希望

１　□離婚を希望
　　□離婚しないで円満な夫婦関係に戻りたい
２　前記１で「離婚を希望」の場合
　　（１）未成年の子どもについて
1 現在どこにいますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2 子どもを，
□引き取りたい　□引き取りたくない
3 子どもの養育の方法・養育費について，どのように考えていますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（２）財産問題
　　　　　夫婦の財産の分け方について，

　　　　　□夫婦共有財産はない。
　　　　　□夫婦共有財産はいらない。
　　　　　□以下のとおり考えている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　その他，ご意見，ご希望，ご質問等がございましたら，ご記載ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
自　己　の　経　歴

依頼者（□夫　□妻）
　生年月日：Ｔ・Ｓ・Ｈ　　　　年　　　月　　　日生

　兄弟姉妹：　　　　名の　　　番目
　父：氏名　　　　　　，□健在□Ｔ・Ｓ・Ｈ　　年　　月　　日死亡
　母：氏名　　　　　　，□健在□Ｔ・Ｓ・Ｈ　　年　　月　　日死亡
　実家・父母の職業：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
父母兄弟姉妹についての特別な事情の有無

□無　□有（事情：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

最終学歴
□昭和　□平成　　年　　　　　□中学□高校□短大□大学　卒業

結婚前の職歴
離婚歴の有無
□無　□有　相手方の氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　離婚の時期：□昭和　□平成　　年　　月　　日
　　　　　　離婚の理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現在の結婚外の子どもの有無
□無　□有　人数・年齢：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　誰との子ども：□離婚相手 □その他（　　　　　　　）
　　　　　　子どもの生活：□離婚相手と同居 □自己と同居 □独立
その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
相　手　の　経　歴
相手方（□夫　□妻）
　生年月日：Ｔ・Ｓ・Ｈ　　　　年　　　月　　　日生

　兄弟姉妹：　　　　名の　　　番目
　父：氏名　　　　　　，□健在□Ｔ・Ｓ・Ｈ　　年　　月　　日死亡
　母：氏名　　　　　　，□健在□Ｔ・Ｓ・Ｈ　　年　　月　　日死亡
　実家・父母の職業：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
父母兄弟姉妹についての特別な事情の有無

□無　□有（事情：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

最終学歴
□昭和　□平成　　年　　　　　□中学□高校□短大□大学　卒業

結婚前の職歴
離婚歴の有無
□無　□有　相手方の氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　離婚の時期：□昭和　□平成　　年　　月　　日
　　　　　　離婚の理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現在の結婚外の子どもの有無
□無　□有　人数・年齢：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　誰との子ども：□離婚相手 □その他（　　　　　　　）
　　　　　　子どもの生活：□離婚相手と同居 □自己と同居 □独立
その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結　婚　・　子　ど　も

結婚のきっかけ
　□見合　仲人の氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　仲人との関係：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　□恋愛　知り合ったきっかけ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結婚前の同棲の有無

　□無　□有　同棲開始時期：□昭和　□平成　　　年　　　月　　　日
　　　　　　　同棲場所住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
相手方と結婚しようと思った理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　
結婚式の時期：□昭和　□平成　　　年　　　月　　　日
婚姻届提出日：□昭和　□平成　　　年　　　月　　　日
結婚当初の住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　（家屋は，□賃借　□　　　　　　　の所有）
　　　　　　　（親とは，□別居　□　　　　　の親と同居）

実子の有無：□無　□有
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	生年月日
	学校・職業
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養子の有無：□無　□有
	氏名
	生年月日
	学校・職業
	住所

	
	
	
	


結 婚 後 の 住 所 ・ 職 歴
結婚後現在までの住所（親と同居の場合は付記のこと。）
	年月
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


結婚後現在までの夫婦の職歴
	年月
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


現在の夫婦の収入
　夫：月　　　　万円（年収　　　　万円）
　　　収入源：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　妻：月　　　　万円（年収　　　　万円）
　　　収入源：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
夫　　婦　　の　　財　　産
夫・妻名義を問わず，夫婦の財産すべてについてご記載ください。内訳のところには，財産の内容・金額・名義等をご記載ください。なお，結婚前から保有していたものには，〇印をつけてください。
預貯金：□無　□有

（内訳）
保険・共済：□無　□有

（内訳）
有価証券：□無　□有

（内訳）
不動産：□無　□有

（内訳）
自動車：□無　□有

（内訳）
動産（通常の家財道具以外のもの）：□無　□有
　　　　（内訳）
その他（貸金等）：□無　□有
　　　　（内訳）
借金：□無　□有
　　　　（内訳）
問 題 が 生 じ た 原 因
　夫婦に問題が生じた原因（該当するものすべてに☑してください。）
· 夫・妻の浮気　　　　　　　　□ 夫・妻の家出
· 夫・妻の精神病　　　　　　　□ 夫・妻の暴力
· 夫・妻の借金　　　　　　　　□ 親とのトラブル
· 夫・妻に思いやりがない　　　□ 夫・妻が家庭を大事にしない
· 夫・妻の宗教活動　　　　　　□ 夫・妻の性的関係の異常
· 性格の不一致　　　　　　　　□ その他
夫婦に問題が生じたいきさつ・話し合いの経緯等を年月順に記載。
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いきさつ・話し合いの経緯の続き
	年月
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


